
OTARU
STORY BOOK



「まちの記憶」を守るための市民による運動
車社会の対応、経済再生のため、荒廃した運河を埋立
て道路建設の計画が決定します。倉庫の取り壊しを目
にした市民は「まちの記憶」を守るため運河保存運動を
始めます。10年にわたるこの運動は、歴史を活かす新た
な展望を示し、観光都市・小樽の礎となりました。

商業の発展により、金融街が形成
港と鉄道の整備により人と物資の集積拠
点となった小樽には、明治末期から大手銀
行や商社、海運業者の進出が相次ぎます。
金融業を中心とするビジネス街区となっ
た色内地区は、銀行建築をはじめとする明
治・大正・昭和各時代の一流建築家の最先
端の技術による建築が密集しました。

北の産業革命始まる
明治維新後、開拓が進められた北海道。
空知（北海道内陸部）では良質な石炭産
出のため幌内炭鉱が開鉱。本州から多く
の労働者や開拓者が流入しました。未開
の地であった北海道は日本の近代化を
牽引する役割へと変化し始めます。

小
樽
の
３
つ
の

日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

人・物・文化を運んだ北前船
明治に入り、蝦夷地が北海道と改
称され、開拓使が設置されると人
口が急増。北前船は、移民の生活
物資輸送という新たな役割を担い
ます。船主たちは小樽に営業倉庫
を設立するなど、ビジネスを拡大
していきました。

北前船が小樽へ鉄道と港の整備で物流拠点に金融街の形成、商都小樽に斜陽のまちからの再生

小樽は「斜陽のまち」へ
石炭から石油へのエネルギー転換、
商業・金融機能の札幌移転、道内他
港の発展による貨物の減少など、昭
和40年代には衰退の兆しが見え始
めます。隆盛を誇った小樽は「斜陽
のまち」といわれました。

小林多喜二
昭和初期のプロレタ
リア文学を代表する
作家。代表作は『蟹工
船』。小樽で青少年期
を過ごした。

北海道の物流拠点に
明治15（1882）年に小樽-幌内間で
北海道初の鉄道が開通し、石炭輸送
が開始されます。港湾や鉄道施設の
整備により発展する小樽には、炭鉱
経営も行う財閥系商社の支店社屋
などが次 と々建造されます。

小
樽
運
河
と
歴
史
的
建
造
物
が
織
り
な
す
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
景
観
。

そ
の
美
し
い
街
並
み
が
創
ら
れ
る
ま
で
の

小
樽
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域の歴史的魅力や
特色ある『ストーリー』を
文化庁が認定する制度

日本遺産とは?

小林多喜二が
「北海道の心臓」と表現したまち
北海道の要衝となった小樽は、最盛期
には25もの銀行が軒を連ね、北海道の
開拓、日本の近代化を支えました。
この活気あふれる商都の姿を、作家の
小林多喜二は、「北海道の『心臓』みたい
な都会である」と書き残しました。

荒波を越えて
一攫千金を夢見た男たち
江戸時代中期から、大坂と蝦夷地を結
び日本海回りで往来した商船は「北前
船」と呼ばれ、「動く総合商社」と形容さ
れるほど大きな利益をもたらしました。
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豪
商
た
ち
の
浪
漫
を
運
ぶ

北
前
船
が
築
い
た
商
都
小
樽
の
礎

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
30
年
代
に
か

け
て
、
北
海
道
と
大
阪
を
主
に
日
本
海

周
り
で
商
品
を
売
り
買
い
し
な
が
ら
結

ん
で
い
た
北
前
船
。
最
盛
期
に
は
、
１

度
の
航
海
で
千
両
（
約
１
億
円
）
も
の

利
益
を
得
た
と
い
わ
れ
、
驚
く
ほ
ど
多

種
多
様
の
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
動
く
総
合
商
社
」
と
形
容
さ
れ

ま
す
。
北
前
船
は
、
物
だ
け
で
な
く
人

や
文
化
を
運
び
、
北
前
船
主
が
建
造
し

た
大
規
模
な
木
骨
石
造
倉
庫
は
、
小
樽

に
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

北
前
船
が
も
た
ら
し
た

「
交
易
」と「
公
益
」

日和山 祝津の日和山は、古くから船乗りた
ちが日和（天候や空模様）を見た
場所。明治 16（1883）年に北海
道で 2 番目となる灯台が設置され、
航海の大切な目標となりました。

日本遺産「北前船」
をもっと知る↓

ニシン
江戸時代から始まったニシン
漁。肥料や保存食 （身欠き鰊）
として北前船で関西に運ばれ、
莫大な富をもたらしました。か
つての小樽の繁栄はまさにニ
シンとともにありました。右の
写真、赤い屋根の建物は、小
樽市鰊（ニシン）御殿

▶ 小樽市
総合博物館運河館

▶ UNGAPLUS
　  （うんがぷらす）

小樽市の歴史と自然環境
について、数多くの資料を
所蔵。北前船の模型や帆
の実物などが展示されて
います。

▶ ルタオ
運河プラザ店
木骨石造倉庫の開放的な
空間を活かした店舗。無
料休憩スペースのほか、カ
フェやバーを併設し、夜ま
で楽しめます。

魅力溢れるオリジナルのお菓子や海産品ギフト、クラフトなどの商品展開で、
北前船とともに歩んだ小樽の物語を伝えています。

屋根の
シャチホコが
シンボル！

●色内 2 丁目 1-20

旧小樽倉庫

小樽の「もち文化」
北前船によって、もち米
や砂糖が移入され、道
内の小豆なども集まり、
早くから菓子製造が盛ん
だった小樽。特にもちは、
港湾労働者に腹持ちが
良いと好まれました。

多くの北前船が寄港し、賑わう小樽港

北前船主がつくった倉庫
明治 23（1890）年から 27（1894）年にかけて北前船主・
西谷庄八と西出孫左衛門によって建設。レンガ造りの事
務所を中心に左右対称に倉庫が配置された小樽最大の
大型倉庫です。現在では、下記のように活用されています。

木骨石造
外側は石積み、内部に木の骨組み
を持つ構造で、高い防火性と貯蔵
に適した特性から普及し、小樽の
独特な景観を創り出しています。
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明治17（1884）年製造の「しづか」号をはじめ、
北海道で活躍した鉄道車両を保存。ラッセル
車から除雪兼用ディーゼル機関車まで実物車
両を見ることができるのは全国でも貴重です。

小樽市総合博物館所蔵
鉄道車両群

北海道の鉄道発祥の地である旧手宮駅跡地にあり、鉄道・科
学・歴史をテーマにした博物館です。国指定重要文化財の「旧
手宮鉄道施設」や北海道を代表する約 50 両の鉄道車両など
を展示しています。　●手宮 1-3-6

▶︎小樽市総合博物館本館

旧手宮線散策路
明治 13（1880）年に部分開業した北海道
で最初の鉄路・幌内鉄道の一部が、軌道
を残したまま整備され現在は散策路に。イ
ベントスペースや憩いの場として人々が行き
交っています。

アイアンホース号の乗車体験ができるよ！※期間限定詳しくは小樽市HPで

北
海
道
屈
指
の
物
流
拠
点
へ

港
と
鉄
路
の「
大
動
脈
」

明
治
維
新
後
、
国
策
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
北
海
道
。
空
知
の
「
石
炭
」、
室
蘭
の
「
鉄
鋼
」、

小
樽
の
「
港
湾
」
と
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
鉄
道
」
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
北
の
産
業
革
命
「
炭
鉄

港
（
た
ん
て
つ
こ
う
）」
は
、
北
海
道
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
で
最
初
の
鉄
路
が
敷

か
れ
、日
本
初
の
外
洋
防
波
堤
が
造
ら
れ
た
小
樽
は
、ま
さ
に
北
海
道
の
物
流
拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

明
治
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
海
道
内
陸
で
産
出
し
た
石
炭
を
小
樽
か
ら
全
国
へ

旧手宮鉄道施設
明治時代（1880 年代）、石炭輸送のために建設された、国内
最古の機関車庫や転車台などの施設群。日本の近代化を支え
た北海道の石炭は、ここから全国に運ばれて行きました。

あんかけ焼そば
諸説ありますが、昭和 30 年代に小樽市内で普及し、
固めのあんとボリュームたっぷりの具材で冷めにくく、
寒い港町で働く人々に好まれました。文化庁の「100
年フード」にも
認定された小樽
のソウルフード
です。

日本遺産「炭鉄港」
をもっと知る↓

市内外で魅力をPRする「小樽あんかけ焼そば親衛隊」

小樽港北防波堤
「港湾工学の父」廣井勇の設計・施工指導
により、11 年の歳月をかけ明治 41 年に完
成。傾斜ブロック工法を採用した日本初の
外洋防波堤で、完成から110 年以上経過し
た今も現役で機能しています。

炭鉄港めし
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経
済
の
血
液
・
金
融
が
生
ん
だ

北
日
本
随
一
の
商
都

堺町通り

色内大通り

於古発川

日銀通り

旧小樽地方貯金局

旧百十三銀行小樽支店

旧北海道銀行本店

旧第百十三国立銀行小樽支店

旧三菱銀行小樽支店

旧安田銀行小樽支店

旧第一銀行小樽支店

旧第四十七銀行
小樽支店

旧三井物産小樽支店

旧北海道拓殖銀行小樽支店
日本銀行
旧小樽支店旧三井銀行小樽支店

日本銀行旧小樽支店

1.
2.
3.
4.

1億円を持ち上げてみよう！
北側の正面に配置された4つのドーム
建物内では日本銀行のあゆみ等を紹介
側面の南東角には港を眺望する望楼を配置

明治 45（1912）年竣工。辰野金吾らの設計で、当時の最
先端技術を集結させた建造物です。正面には 4つのドーム、
海側には小樽港を眺望する望楼が設けられています。現在
は金融資料館として公開されています。　●色内 1-11-16

辰野金吾
工部大学校（現在の東京大
学工学部）1 期生。日本銀
行本店や東京駅丸ノ内本屋

（どちらも国指定重要文化
財）も設計し、日本の近代
建築の礎を築いたといわれ
ています。

1

2
3

4

明
治
末
期
、
北
海
道
の
資
源
活
用
や

人
口
増
加
の
た
め
、
人
と
物
資
の
集

積
拠
点
と
な
っ
た
小
樽
に
は
、
大
手

銀
行
や
商
社
の
支
店
が
次
々
と
進
出

し
、
金
融
の
力
で
小
樽
は
北
日
本
随

一
の
経
済
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
街
区
の
中
心
で
あ
っ
た
色
内

地
区
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
中
期
ま

で
の
建
造
物
、
特
に
銀
行
建
築
が
建

ち
並
び
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
現
存

し
、
半
径
５
０
０
ｍ
の
狭
い
地
域
に

こ
れ
ほ
ど
密
集
し
て
残
る
場
所
は
、

日
本
で
は
他
に
見
当
た
ら
ず
、
北
海

道
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
近
代
化
を

象
徴
す
る
景
観
と
言
え
ま
す
。

25
も
の
銀
行
が
活
躍
。
一
流
建
築
家
た
ち
が
手
掛
け
た
銀
行
街

▶ 日本銀行旧小樽支店 金融資料館

色内銀行街色内銀行街
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一
歩
踏
み
入
れ
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
　

明
治
の
栄
華
を
感
じ
て

プロジェクションマッピング　北海道の四季を表現

北
運
河
エ
リ
ア
に
佇
む
旧
日
本
郵
船
株
式
会
社
小
樽
支
店
は
、
小
樽
が
北
日
本
随
一
の
商
都

で
あ
っ
た
明
治
時
代
の
栄
華
を
今
に
伝
え
ま
す
。

堅
牢
な
石
造
り
の
外
観
と
、
金
唐
革
紙
に
代
表
さ
れ
る
古
典
主
義
様
式
を
取
り
入
れ
た
重
厚

な
内
装
は
、
か
つ
て
国
際
航
路
を
担
い
小
樽
経
済
を
支
え
た
海
運
会
社
の
威
信
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
の
活
気
と
華
や
か
さ
が
目
に
浮
か
び
、
当
時
の
圧
倒
的
な
富

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
す
。

船
入
澗
が
あ
っ
た
正
面
は
当
時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
公
園
に
整
備
さ
れ
、
市
民
や
観
光
客
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧日本郵船株式会社小樽支店
明治 39（1906）年竣工。工部大学校 1 期生である佐立七次郎の設計で、
近世ヨーロッパ復興様式を採用した、日本の近代建築を代表する一つ。館
内では貸衣装体験ができます。　●色内 3-7-8

旧三井銀行
小樽支店
▶ 小樽芸術村
昭和 2（1927）年竣工。戦前の日本におけ
る最大の建築事務所と称された曾禰中條建
築事務所が手掛けました。当時、最先端の
耐震構造を用いた銀行建築で、重厚なルネ
サンス様式の外観、吹き抜けや回廊、美し
い石膏天井が特徴で、壮麗な空間を鑑賞で
きます。　●色内 1-3-10

この銀行は小林多喜二の
勤め先でした

金唐革紙
内装に使用されている金唐革紙は、和紙
に金属箔を貼り版木で立体模様を施した
日本の伝統工芸壁紙。明治期に欧米へ輸
出され、イギリスのバッキンガム宮殿でも
使われるほど高く評価されました。 

日本画展示 木彫展示

旧北海道拓殖銀行
小樽支店
▶ 小樽芸術村似鳥美術館
小樽経済の絶頂期、大正 12（1923）年竣
工の鉄筋コンクリート造建築。小樽の繁栄
を象徴する銀行建築の一つ。特に、銀行ホー
ルだった吹き抜け空間と 6 本の古典的円柱
は圧巻です。現在は、重厚な雰囲気の中で
美術品を鑑賞できます。　●色内 1-3-1

洋風建築
に

和服が映
える

1階ホー
ル
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小
樽
隆
盛
期
の
明
治
時
代
、
大
量
の
荷
物
を
積
ん
だ

船
舶
が
増
え
続
け
、
港
は
大
混
雑
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
ふ
頭
（
岸
壁
）
案
」

と「
運
河
案
」の
二
つ
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

当
時
の
小
樽
の
港
湾
荷
役
は
、
６
０
０
隻
の
艀
（
は

し
け
）
と
１
３
０
０
人
の
働
き
手
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
ふ
頭
案
」
で
は
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
荷
役

が
進
み
、
人
力
か
ら
機
械
力
へ
港
湾
作
業
の
構
造
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
廣
井
勇
に
よ
り
「
時
期

尚
早
」
と
し
て
退
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
艀
の
活
用
を
前
提
と
し
た
「
運
河
方
式
」

が
採
用
さ
れ
ま
す
。
海
を
埋
立
て
て
倉
庫
を
連
ね
、

そ
の
前
面
に
水
路
を
設
け
る
こ
と
で
、
艀
は
倉
庫
の

目
前
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
飛
躍

的
に
効
率
を
高
め
た
の
で
す
。

し
か
し
昭
和
30
年
代
半
ば
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
苫
小
牧
港
の
開
港
な
ど
に
よ
り
、

小
樽
港
の
取
扱
貨
物
は
減
少
し
、
小
樽
運
河
は
次
第

に
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
、
荒
廃
が
進
む
運
河
を
埋
立
て
て
道

路
に
す
る
都
市
計
画
に
よ
り
運
河
南
側
の
工
事
が

始
ま
り
、
倉
庫
群
が
取
り
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
市
民
が
、
小
樽
の

象
徴
で
あ
る
運
河
を
守
る
た
め
に
声
を
上
げ
、
小

樽
運
河
保
存
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
地
域
に
生

き
る
と
は
何
か
」
を
胸
に
、
運
河
を
舞
台
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
市
民
の
半
分
を
超
え
る
署

名
を
集
め
る
な
ど
、
運
動
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
す
。
10
年
に
も
及
ん
だ
運
動
の
末
、
運
河
の
半

分
を
残
し
て
道
路·

散
策
路
が
整
備
さ
れ
、
現
在

の
運
河
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
頭
か
？
運
河
か
？

10
年
に
も
及
ん
だ
小
樽
運
河
保
存
運
動

1

2

4

1

5

3

「
荒
廃
し
た
運
河
を
埋
立
て
て
道
路
に
」

行
政
の
案
に
市
民
が
反
対
し
、立
ち
上
が
る
。

港
の
大
混
雑
を
解
消
せ
よ
！

小
樽
運
河
誕
生
の
理
由

31.
2.
3.

4.
5.

若者から年配者までが参加した保存運動
荒廃した運河を清掃する保存派市民
保存派の若者が運河で開催した
 「ポートフェスティバル」
紙芝居で保存を訴える若者たち
保存派市民は多くのビラを作成した

1.
2.
3.

賑わう建設後間もない小樽運河 
艀があふれる小樽港
役割を終え、放置された小樽運河 

昭和初期

艀（はしけ）とは？
「艀」は、自航能力を持たない小型船で、接岸できない大型船と
陸（倉庫）との間を大量の貨物を乗せて運びました。最盛期の小
樽では、約 600 隻もの艀が沖合の船と運河を行き交いました。

「民
たみ

の力
ちから

」
小樽の社会基盤が整っていない時代、財をな
した商人が私費を投じて治療院や孤児院など
を開設し、市民が支え合って街を創ってきまし
た。小樽運河保存運動も、この「民の力」が
伝統として繋がっていたからといえるでしょう。

地域の誇り

『小樽運河
』を

守りたい‼

小樽運河保存運動まちづくりセンター

2

名もない市民が集まっ
て

保存運動がスタート

明治期昭和50年代
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か
つ
て
の
物
流
拠
点
は
、
人
々
の
交
流
拠
点
へ

雪
明
り
だ
よ
。

案
外
に
明
る
く
て

も
う
道
な
ん
か

無
く
な
っ
て
い
る
が

し
づ
か
な
青
い

雪
明
り
だ
よ
。

　
　
伊
藤
整

　
　「
詩
集 

雪
明
り
の
路
」

　
　『
雪
夜
』
よ
り

全
面
埋
立
て
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
保
存
運
動
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
全
国
に
広
ま
っ
た
小
樽
運
河
。

今
や
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
小
樽
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

​

か
つ
て
の
物
流
拠
点
は
、
時
代
を
超
え
て
人
々
の
交
流
拠
点
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

​

四
季
折
々
、
一
日
の
移
ろ
い
の
中
で
表
情
豊
か
に
変
化
す
る
景
色
は
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
続
け
、​

港
湾
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
運
河
は
、
穏
や
か
に
た
た
ず
み
、
現
在
の
姿
に
至
る
ま
で
の
物
語
を

静
か
に
伝
え
て
い
ま
す
。

小樽雪あかりの路
平成 11（1999）年から始まった市民に
よる手づくりのイベント「小樽雪あかり
の路」。数千個のスノーキャンドルが街
を幻想的な光で包み、冬の北海道を代
表する風物詩となっています。

旧北海製罐倉庫㈱第３倉庫
運河とほぼ同時期の大正 13（1924）年に完成。
北運河の象徴的な建物として長く愛されてきまし
たが、築 100 年の年月を経て老朽化を理由に解
体の危機に瀕します。市民から保存を求める声が
上がり、官と民による議論を経て令和 3（2021）
年に市への無償譲渡が決まり、小樽運河の原風
景を守ることができたのです。
北海道開拓と小樽港の発展を象徴する産業遺産
を舞台に、現代の「民の力」によりライトアップや
マルシェ開催などの多様な利活用が進められてお
り、北運河エリアの交流・活動拠点としての再生
が期待されています。

●港町 4-6小樽ゆかりの作家
伊藤整の詩集からネーミングされました

小樽運河クルーズ
小樽運河と港を巡る約 40 分間のクルー
ズ体験。乗船中にはガイドによる小樽の
歴史やまちの概要についての案内を聞く
ことができます。視点を変えて水面から
眺める小樽の景色は新鮮です。

四
季
折
々
、
多
様
な
表
情
で
人
々
を
惹
き
つ
け
る
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再
評
価
さ
れ
た
商
家
建
築

観
光
資
源
と
し
て
新
た
な
活
用
へ

メルヘン
交差点

旧小堀商店
旧共成㈱旧上勢友吉商店

旧木村倉庫

旧久保商店

旧北海雑穀㈱

旧岩永時計店
旧金子元三郎商店

旧名取高三郎商店

旧荒田商会

旧塚本商店
旧越中屋ホテル

旧磯野支店倉庫旧早川支店

旧前堀商店

田中酒造店

堺町通り

色内大通り

於古発川

日銀通り

臨港線

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
商
家
の
建
物
が
多
く
残
り
、
当
時
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る
堺
町
通
り
。

ニ
シ
ン
や
物
流
の
中
心
地
と
し
て
木
骨
石
造
の
倉
庫
や
旧
銀
行
建
築
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

戦
後
に
小
樽
経
済
が
衰
退
す
る
と
、
そ
の
役
割
を
終
え
、
ま
ち
は
活
気
を
失
い
ま
し
た
が
、
運
河
保
存

運
動
に
よ
り
、
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
の
北
一

硝
子
三
号
館
開
店
を
契
機
に
工
芸
品
や
菓
子
な
ど
を
扱
う
店
舗
と
し
て
再
生
・
活
用
す
る
動
き
が
加
速

し
ま
し
た
。

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
活
か
し
た
商
店
街
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
小
樽
観
光
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
蘇
り
ま
し
た
。

▶ 北一硝子三号館

▶ 大正硝子館

明治 24（1891）年、鰊漁場の中継倉庫として建築されました。
内部は二つの倉庫に分けられており、その廊下には港から引き
込まれたトロッコのレールが今も残っています。167 個の石油

ランプが幻想的な北一ホールで
は、喫茶メニューを楽しむこと
ができます。　●堺町 7‐26

明治 39（1906）年以降、銅鉄金物商店として建築。角地に
建ち、防火のための袖壁「うだつ」が設けられています。明
治後期の小樽の代表的商家建築です。　●色内 1‐1‐8

旧木村倉庫

旧名取高三郎商店

「うだつ」ってなに？
火事による類焼を防ぐために隣家との
境に設けられた高い壁のこと。家の財
力を示すものでもあり、「うだつが上が
らない」の語源にもなっています。

色内通り・堺町通りの商店
色内通り・堺町通りの商店

現在の堺町通の賑
わいは、

この倉庫の活用か
ら

始まりました
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奥沢水源地水道施設
大正 3（1914）年に建設された近代水
道施設。奥沢ダムの水を勝納川に放流
するための階段式溢流路（いつりゅうろ）
は、流れ落ちる水が「水すだれ」と呼
ばれ、景観としても貴重なものです。

●天神 2-19（期間限定で一般開放）

▶ 田中酒造㈱亀甲蔵
明治38（1905）年（1号棟）と明治39（1906）年（2・3号
棟）建築の、3棟の連続する倉庫です。基礎は、下部にレ
ンガ、その上に軟石を重ねています。　●信香町2‐2

旧岡崎倉庫

▶ 小樽オルゴール堂
大正 4（1915）年、精米会社社屋とし
て建築。石造りの多い小樽では珍しい、
褐色のレンガ造りの建築物です。アー
チ状の窓のキーストーン（要石）やコー
ナーストーン（隅石）などが特徴です。
●住吉町 4‐1

旧共成㈱

小
樽
は
海
に
面
し
、三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
坂
の
町
で
す
。

天
狗
山
の
伏
流
水
を
源
泉
と
す
る
良
質
な
水
と「
北
前
船
」

に
よ
る
良
質
な
酒
米
の
安
定
的
な
供
給
に
よ
り
、
勝
納
川

沿
い
に
は
大
規
模
な
酒
造
工
場
が
集
積
し
ま
し
た
。「
炭

鉄
港
」
の
舞
台
と
し
て
発
展
し
た
小
樽
に
は
港
湾
労
働
者

が
多
く
流
入
し
、
酒
の
旺
盛
な
需
要
が
生
ま
れ
た
こ
と
も

隆
盛
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

最
盛
期
に
は
市
内
に
十
数
件
の
酒
蔵
が
存
在
し
、
北
海
道

を
代
表
す
る
酒
造
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

現
在
酒
蔵
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
旧
岡
崎
倉
庫
は
当
時

の
海
産
物
や
物
資
の
集
積
を
担
っ
た
、
小
樽
の
近
代
物
流

の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
ま
す
。

良
質
な
水
、
北
前
船
の
米
に
よ
り

酒
造
地
と
し
て
隆
盛

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
港
ま
ち
。

ご当地の酒
小樽には様々な醸造所
があり、日本酒・ワイン・
ビールと多様な
酒 が 楽しめま
す。小樽の良質
な水からおいし
い酒が生まれて
いるのです。

製造場見学ができ、試飲コーナーもあります

優しい音色を奏でる蒸気時計はメルヘン交差点のシンボル

▶ UNWIND HOTEL & BAR 小樽
昭和 6（1931）年建築。越中屋は、明治 30 年代
以降の英国の旅行案内書にも載った旅館で、この建
物は外国人利用客のための別館でした。歴史を感じ
る建物の情緒や建築的美観はそのままに、大胆なリ
ノベーションにより独特な世界観を体感できる空間
となりました。　●色内 1‐8‐25

旧越中屋ホテル
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小
樽
の
栄
枯
盛
衰
を
眼
下
に
望
む

天
狗
山
か
ら
思
い
を
馳
せ
て

北
海
道
の『
心
臓
』と
呼
ば
れ
た
ま
ち
・
小
樽

　
　
　
　

￨「
民た

み

の
力ち

か
ら

」で
創
ら
れ
蘇
っ
た
北
の
商
都
￨

江
戸
時
代
末
期
か
ら
ニ
シ
ン
漁
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
は
北
前
船
の
往
来
が
盛
ん
に
な
っ
た

小
樽
。
そ
の
近
代
化
は
、
鉄
道
と
港
の
整
備
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
、
北
海
道
の
豊
富
な
資
源
、
特
に
内

陸
の
石
炭
を
日
本
の
近
代
化
に
不
可
欠
な
も
の
と

し
、
そ
の
積
出
港
と
し
て
小
樽
を
選
定
。
石
炭
を

本
州
へ
送
り
出
す
物
流
拠
点
と
な
っ
た
小
樽
に
は
、

商
売
人
や
仕
事
を
求
め
る
人
々
が
全
国
か
ら
押
し

寄
せ
、
ま
る
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
活

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

小
樽
は
「
神
戸
、
横
浜
に
次
ぐ
商
港
」
と
称
さ
れ
る

ほ
ど
発
展
し
、「
時
代
の
ど
ん
な
波
も
素
通
り
す
る

こ
と
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
、
日
本
の
近
代
化
が
凝

縮
し
た
よ
う
な
都
市
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
の
で
す
。

Prologue

物
流
の
中
心
地
と
な
っ
た
小
樽
は
、
や
が
て

金
融
の
ま
ち
と
し
て
黄
金
時
代
を
迎
え
ま
す
。

最
盛
期
に
は
25
も
の
銀
行
が
ひ
し
め
き
合
い
、

東
京
駅
を
設
計
し
た
辰
野
金
吾
を
は
じ
め
と

す
る
一
流
建
築
家
た
ち
が
設
計
し
た
壮
麗
な

近
代
建
築
が
色
内
銀
行
街
を
形
成
し
ま
す
。
し

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら
石
油
に
代
わ

る
と
、
小
樽
の
勢
い
は
衰
退
。
荒
れ
た
運
河
は

埋
立
て
て
道
路
に
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り

ま
す
。
そ
の
時
、
立
ち
上
が
っ
た
の
が
市
民
で

し
た
。
10
年
に
も
わ
た
る
小
樽
運
河
保
存
運
動

は
、「
地
域
に
生
き
る
と
は
何
か
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
若
者
た
ち
の
心
に
響
き
、
全
国
的
な

話
題
に
。
こ
の
市
民
に
よ
る
「
民
の
力
」
が
、

小
樽
の
運
命
を
大
き
く
変
え
た
の
で
す
。

Main Story

激
し
い
論
争
の
末
、
運
河
の
全
面
保
存
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
部
が
散
策
路
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
運
河
と
石
造
倉
庫
群
を
活
か
し

た
ま
ち
の
再
生
は
、「
民
の
力
」
が
生
ん
だ
大
き

な
成
果
で
す
。
か
つ
て
全
国
か
ら
新
天
地
を
求
め

て
人
々
が
押
し
寄
せ
た
小
樽
で
は
、
私
費
に
よ
り

社
会
基
盤
を
作
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
こ

の
「
民
の
力
」
の
伝
統
は
、
現
在
も
「
小
樽
雪
あ

か
り
の
路
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
歴
史
的
遺
産
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
ん
で
い

る
の
で
す
。
古
い
建
物
を
活
か
し
、
歴
史
を
誇
り

に
変
え
て
観
光
都
市
と
し
て
輝
き
続
け
る
小
樽
に

は
、
今
も
「
心
臓
」
の
鼓
動
を
動
か
す
人
々
の
物

語
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

Epilogue & Future

1

2

3

4

5

6

TENGUU テラス & 展望台
天狗山山頂の 5 つの展望台からは、
積丹半島や対岸の暑寒別連峰の山並
みなどを一望。ウッドデッキ「TENGUU 
テラス」からは眼下に広がる小樽の街
をゆっくり堪能できます。

北海道三
大夜景に

数えられ
る

夜景もお
すすめ！

小
樽
の
ま
ち
を
一
望
で
き
る
天
狗
山
。
変
化
に
富
ん
だ
海

岸
線
、
百
年
の
時
を
刻
む
防
波
堤
な
ど
の
港
湾
施
設
、
運

河
沿
い
の
倉
庫
群
、
そ
こ
か
ら
山
腹
を
這
う
よ
う
に
連
な

る
町
並
み
が
眼
前
に
広
が
り
ま
す
。
小
林
多
喜
二
が
「
北

海
道
の
『
心
臓
』
み
た
い
な
都
会
」
と
表
現
し
た
小
樽
を
、

地
形
を
と
お
し
て
感
じ
る
場
所
で
す
。

小樽天狗山
ロープウエイ・スキー場
●最上 2-16-15

1.
2.
3.

4.
5.
6.

小樽港は北前船で賑わった
鉄橋を走るしづか号
ヘドロが堆積し荒廃が進む運河

10年続いた運河保存運動
観光客で賑わう小樽運河
次世代によるまちづくりは続く

人
口
十
五
六
万
の
、

街
並
が
山
腹
に
階
段
形
の
這
い
上
っ
た
港
街
で
、

広
大
な
北
海
道
の
奥
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
物
産
が
、

そ
こ
か
ら
又
内
地
へ
出
て
行
く

謂
わ
ば
北
海
道
の
『
心
臓
』
み
た
い
な
都
会
で
あ
る
。

（
中
略
）

時
代
的
な
ど
ん
な
波
の
一
つ
も
、

こ
の
街
全
体
が
恰
か
も
一
つ
の
大
き
な

リ
ト
マ
ス
試
験
紙
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、

何
等
か
の
反
応
を
示
さ
ず
に

素
通
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー 
小
林
多
喜
二
「
故
里
の
顔
」

もっと知る↑
1920



旧手宮鉄道施設・
小樽市総合博物館所蔵鉄道車両群

旧日本郵船株式会社
小樽支店

旧北海製罐倉庫㈱第３倉庫　

旧北海道拓殖銀行
小樽支店

日本銀行
旧小樽支店

旧名取髙三郎商店

旧三井銀行
小樽支店

旧越中屋ホテル

旧共成㈱

旧岡崎倉庫

旧木村倉庫

旧小樽倉庫

小樽運河

北運河

色内ふ頭 第３号ふ頭

小樽国際
インフォメーション
センター

市民センター
マリンホール

↑至祝津

至余市↓

↓至天狗山

至札幌↗
第２号ふ頭

港町ふ頭

小樽港

中央ふ頭

小樽港北防波堤

メルヘン交差点

運河公園

勝納川

旧手宮線散策路

JR小樽駅

おたる水族館

日和山
日和山灯台

祝津漁港

天神十字街

後志
自動
車道

奥沢水源地
水道施設

天狗山ロープウエイ

天狗山

OTARU
STORY
MAP

新千歳空港札 幌小 樽
JR（快速）
約40分

JR（快速）
約35分

アクセス（JRを利用する場合）

OTARU

2122
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